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Ⅰ．はじめに

　幼稚園教諭を目指す学生が実習で学びを深

めるためには、「授業での学び」の他に「現

場での学び」も重要である。保育者養成校の

実習指導でするべきことは何なのかを明確に

するため、筆者１）は、“園の先生方が実習生

に望んでいること”を問う方法を用いて、実

習を受け入れている保育現場が望む実習生の

姿を調査したところ、社会的な面では一生懸

命に取り組み学ぼうとする姿勢や礼儀や作法

などの基本的なスキルを求められており、保

育技術面では、技術的なことよりも子どもと

一緒に楽しむことや積極的な姿勢が求められ

ているということがわかった。

　これからの時代の教員に求められる資質能

力について、中央教育審議会２）の答申では、

使命感や責任感、教育的愛情、専門的知識、

実践的指導力、総合的人間力、コミュニケー

ション能力などの能力を引き続き教員に求め

られている他、自律的に学ぶ姿勢を持ち、時

代の変化や自らのキャリアステージに応じて

求められる資質能力を、生涯にわたって高め

ていくことのできる力も必要としている。こ

のように教員にはさまざまな力が求められて

いるが、幼稚園の教育内容の現状として公立

及び私立の教育の内容に踏み込んで調査をし

た小野３）は、私立の幼稚園では、建学の精

神を具現化した特色ある保育を実施している

ところが多いことから、良くも悪くも様々な

保育内容の園が混在している状況であり私立

幼稚園の教育課程編成は、きわめて自由度が

高いと述べている。小林４）も教育課程には
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全国共通なひとつの決められたものはなく、

各園の子どもの状況や地域の状況を考慮し、

各園独自の教育課程が作られるため、教育課

程を無視して行う教育実習が真の保育の姿を

学ぶとは言いがたいと述べている。幼稚園等

施設では園独自の特色を大切にしているが、

幼稚園教育要領５）の改正により 2018 年４月

に施行された「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」によって、幼児の幼稚園修了時の

具体的な姿が 10 の姿として示され，教師が

指導を行う際に考慮するものであると、保育

の方向性が明確化されてきている。

　本校は短期大学であり、2 年間という短い

期間の中で幼稚園教諭二種免許と保育士資格

の取得ができるように実習カリキュラムが構

成されており、実習日程も組んである（表 1）。

これらの実習を通して、学生が現場の先生方

からどのような指導を受けているのか、また

どのような実践をさせていただいているのか

など、教育実習を中心に授業内で振り返りを

行なったところ教育実習の指導方法は各園に

よって差異があるようだ。

　山路６）は、実習受け入れ園での指導内容

を調査し、園での指導内容は養成校の実習指

導に対する要望と重複していることを述べて

いる。学生は実習での経験を繰り返す中で「養

成校の実習指導」「実習園からの指導」「学生

の学び」を歯車のように組み合わせながら学

びを深めているということだ。また、柴山・

高橋・鋤柄・五十嵐７）は、教育実習生達の

配属学年調査で、すべての幼稚園で「年少組・

年中組・年長組のいずれにも均等に配属」と

の結果を報告し、実習生の受け入れ数との兼

ね合いと、指導担当者の負担を分散する目的

もあって「均等に配属」というパターンが大

半を占めるのであろうと述べている。実習生

の受け入れに関しての問題点調査では、現場

が多忙になり指導教員の負担増が問題点とし

て一番多いと報告している。問題解決を現場

任せにすると、現場が困り保護者からの苦情

に繋がり、その結果、子ども達に悪い影響を

及ぼすと述べている。

　一方、渡邉８）は、実習内容や実習評価が

担当保育者に一任されていること、その実習

内容は、担当保育者が自身の実習生時代の経

験をもとに指導を行なっていることが多く、

長年にわたり実習指導の方法が継続され、変

化が見られないことを報告している。筆者の

幼稚園勤務の経験からも、実習指導の際は自

身の実習経験に基づき指導をしていたことが

明らかであり、教員同士で実習指導のあり方

について話し、指導の統一をするということ

はなかった。そして、養成校から評価表の提

示はあるものの、細かな実習指導に対しての

表１ 本校の実習日程

【1 年次】                  【2 年次】    

表２ オリエンテーションについて

【実習オリエンテーションで確認しておくと良いこと】 

月 実習の種類

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月 教育実習（観察）5 日間

12 月

1 月

2 月 保育実習Ⅰ（保育園）11 日間

3 月

月 実習の種類

4 月

5 月

6 月 教育実習（総合）15 日間【令和 2 年度以外】

7 月

8 月 保育実習Ⅱ・Ⅲ（保育園・施設）11 日間

9 月 保育実習Ⅰ（施設）11 日間

10 月 教育実習（総合）15 日間【令和 2 年度のみ】

11 月

12 月

1 月

2 月

3 月

・出勤時間の確認   

・園に車で行く場合は許可（書類）が必要。どこに置かせてもらえるかも確認する。 

・実習中の服装確認（ジーパンなのかジャージなのか）。基本的にジーパンは禁止、 

ジャージのハーパンは確認する。フード付きのパーカーは禁止、黒などの暗い色の服装も避ける。 

・持ち物の確認（お弁当なのか給食なのか、お箸、水筒、タオル、 

コップはプラスチックなのか陶器なのか、歯ブラシ、帽子、着替えなど） 

・上履きはどんなものが望ましいか確認 

・エプロンをつけるか確認   

・通勤するときの服装確認 

・給食の値段と、支払日確認   

・実習中、メモを取っても良いか確認 

・出勤票の管理（園に置いておくか、自分で管理するか） 

・沿革、教育方針など確認   

・園舎やクラスの配置など見てくる 

・保育に関する事（絵本、ピアノの楽譜）。 

・部分実習をさせていただけるのか確認。（夏休みの課題である紙芝居を読ませてもらえたら読む） 

・実習日誌は園内で書かせていただけるのか、家で書くのか確認。いつ提出するのかも確認しておく。

・最後に「実習までの間に何かお聞きしたいことやお伝えすることが出来た場合は、お電話させてい

ただきます」と伝えてから帰る。 

《実習の基本的な毎日の持ち物》

ハンカチ、ティッシュ、メモ帳、

ボールペン、名札、エプロン、 

筆箱、文房具、印鑑、実習日誌、

抗体検査結果証明書、着替え、 

その他 

            
パンフレットや教育過程を

可能であればいただく

表１　本校の実習日程
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指示はなく、実習園や担当保育者に一任され

ていたと言える。福田９）も、教育実習の受

け入れや指導方法の実態には驚くべき「格差」

があると述べている。中学・高校の教育実習

についての調査結果ではあったが、同じ 3週

間の教育実習期間の間の教壇実習のコマ数に

かなりの差が見られるという報告であった。

実習生をどう指導するかは、指導教員の匙加

減ひとつというのはありうることで、教育の

指導はマニュアルを作ってその通りにするな

どというような性質のものではないが、「格

差」があるという以上、教育実習生の受け入

れ時期やプログラムに対しては最低のガイド

ラインを作ることを求めている。

　長年にわたり実習指導の方法が継続され、

変化が見られない現状ではあるが、近年の状

況の変化を受けて、園独自の特色ある保育や

教育課程を大切にしながらも、現場の保育者

による学生への実習指導の実態を明らかにす

ることは有意義であると言える。10 の姿が

示され、保育の方向性が明確になってきてい

る一方で、もう一度養成校における実習の役

割を振り返り、養成校と実習受け入れ園との

実習生指導の明確化が必要だと推測される。

Ⅱ．目的

　本研究では、養成校における実習の役割の

現状を明らかにし、実習の際の配属クラスや

実習園の先生方からどのような指導を受けて

いるのかなどを知り、現場における教育実習

指導の実態について明確にすることを目的と

している。

　本校の実習指導に関する授業（教育実習事

前事後指導・保育実習指導Ⅰ）では、幼稚園

の 1日の流れを知ることから始まる。保育者

は朝早く出勤し、子ども達が登園してくる前

から保育環境の準備やバス業務を行なう。日

中は保育を行ない、降園時には保護者対応、

降園後は掃除や教材準備、書類作成等の事務

的作業があることを写真や動画を使って学生

は学ぶ。また、理論と実践を結びつきやすく

するために事例やテーマを提示し、保育者と

してどのように対応すべきなのかをグループ

討論し合う活動も取り入れている。最終的に

は全体で共有し合い、筆者の現場経験談や実

際の対応の仕方などを話すことで現実味のあ

る活動へと繋げている。その他に、保育は指

導計画に基づいて行われていることや、絵本

や手遊びなどの教材研究や実践、実習の意義、

守秘義務などの理解、日誌の書き方や指導案

の添削、保育者の意図を読み取る力の育成等

の指導を行なっている。このほかに実習担当

者として、実習書類の準備やオリエンテー

ション時に実習園へ確認しておくと良いこと

（表２）、実習生のあり方など実習をスムーズ

に始めるための指導も行なっている。講義担

当者としてはテキストを活用して学術的な指

導を行なっている者もいれば、理屈と実践を

結び付けながら指導を行なう者もいる。これ

らの学びの元に実習を行ない、実習後には振

り返りを行なうことで実習での学びを改めて

確認するとともに学生同士で共通理解をはか

り、今後の実習に対して一人一人がそれぞれ

の課題を見つけている。

　しかし実習振り返りの際、全ての期間を同

じクラスに配属される学生もいれば、各学年

に入れるように配属される学生や、日誌の記

入の際に 1 度下書きをして添削していただ

き、修正してから後日改めて清書を提出する

などの姿が見られ、先行研究にもあったよう

に実習内容や実習評価が担当保育者に一任さ

れていることから、各園によって指導方法が

様々であると考えた。また、教育実習の受け

入れや指導方法の実態に「格差」があるとい

う以上、教育実習生の受け入れ時期やプログ

ラムに対しては最低のガイドラインを作るこ

とが求められていることに対して、山口県教

育委員会 10）や横浜市教育委員会 11）では、小

学校・中学校・義務教育学校・高等学校向け

の教育実習生を指導する教員のためのガイド
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がある。そこには受け入れ準備や事前指導、

日誌の添削例や評価表の記入の仕方など指針

を定めることにより教育実習をより充実した

内容で効率的に行うことができるように作成

されている。教育実習は、初めて教壇に立ち、

児童生徒とのふれあいや先輩教員からの指導

助言・支援を通して、教員になる意思をより

高めたり、授業をする力や児童生徒を理解す

る力など、その重要性に気付いたりする重要

な機会であり、教員養成の中核となるものと

述べられている。これは幼稚園に対しても同

様に考えられることであるが、幼稚園を中心

とした教育実習のガイドラインについては報

告されていない。そこで文部科学省が所管官

庁という同じ点も踏まえて、現場の先生方か

らの指導や実習で実践したことなど、観察実

習や総合実習の振り返りを通して指導のあり

方を調べることにした。

Ⅲ．方法

１．実施時期

　令和 2年度 10 月総合実習、11 月観察実習、

令和 3 年度６月総合実習、11 月観察実習の

実施後、授業内で実習の振り返りを行った。

すでに本校の実習日程を示したが、本来６月

に実施している総合実習は、令和 2年度のみ

コロナ禍ということで延期となり 10 月に変

更となっている。実習の振り返りワークシー

トは授業の一環でもあり、実習園名や住所等

の基本的な情報の他、今後の実習指導で個別

指導もできるようにするため記名にしたが、

本研究報告の資料とするにあたって実習施設

名や記入者名など個人が特定されないよう非

公開にすることを伝えて実施した。

２．調査対象者

　本校の保育者養成課程に入学し、教育実習

に参加した学生を対象とした。対象者は令和

２年度の１年生 64 名（男性１名、女性 63 名）

と２年生 80 名（男性４名、女性 76 名）、令

和3年度の１年生66名（男性４名、女性62名）

と２年生 64 名（男性１名、女性 63 名）であ

る。令和 2年度入学の学生については、継続

して調査を行なった。基本的に観察実習と総

合実習は同じ園で行うことになっているが、

表２　オリエンテーションについて
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・実習中の服装確認（ジーパンなのかジャージなのか）。基本的にジーパンは禁止、 

ジャージのハーパンは確認する。フード付きのパーカーは禁止、黒などの暗い色の服装も避ける。 

・持ち物の確認（お弁当なのか給食なのか、お箸、水筒、タオル、 

コップはプラスチックなのか陶器なのか、歯ブラシ、帽子、着替えなど） 

・上履きはどんなものが望ましいか確認 

・エプロンをつけるか確認   

・通勤するときの服装確認 

・給食の値段と、支払日確認   

・実習中、メモを取っても良いか確認 

・出勤票の管理（園に置いておくか、自分で管理するか） 

・沿革、教育方針など確認   

・園舎やクラスの配置など見てくる 

・保育に関する事（絵本、ピアノの楽譜）。 

・部分実習をさせていただけるのか確認。（夏休みの課題である紙芝居を読ませてもらえたら読む） 

・実習日誌は園内で書かせていただけるのか、家で書くのか確認。いつ提出するのかも確認しておく。

・最後に「実習までの間に何かお聞きしたいことやお伝えすることが出来た場合は、お電話させてい

ただきます」と伝えてから帰る。 

《実習の基本的な毎日の持ち物》

ハンカチ、ティッシュ、メモ帳、

ボールペン、名札、エプロン、 

筆箱、文房具、印鑑、実習日誌、

抗体検査結果証明書、着替え、 

その他 

            
パンフレットや教育過程を

可能であればいただく
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図 1　 実習中メモを取る行為

１  実習中メモを取る行  

【観察実習】 

【総合実習】 

２ 教育課程の  

【観察実習】 

【総合実習】 

可能（59）
92.2%

不可能（5）
7.8%

令和2年度（64回答）

可能（65）
98.5%

不可能（1）
1.5%

令和3年度（66回答）

可能（78）
97.5%

不可能（2）
2.5%

令和2年度（80回答）

可能（57）
89.1%

不可能（7）
10.9%

令和3年度（64回答）

もらえた
（20）
31.3%

もらえな
かった
（44）
68.7%

令和2年度（64回答）
もらえた
（24）
36.4%

もらえな
かった
（42）
63.6%

令和3年度(66回答）

もらえた
(15)
23.4%もらえな

かった
(49）
76.6%

令和3年度(64回答）
もらえた
（26）
32.5%

もらえな
かった
（54）
67.5%

令和2年度（80回答）

園の受け入れ状況により異なる園で行ってい

るものも含む。

３．調査内容

　授業内で実習の振り返りの発表を設ける

と、それぞれの園によって配属クラスや指導

を受けたことに差異があった為、各園での実

習状況を記入するワークシートと、実習を振

り返る自己評価や実習でどのような指導を受

けたのかを記入するワークシートを行なっ

た。ワークシートの項目は、筆者の幼稚園勤

務の経験から、実習生によく質問されていた

ものや実習時に把握しておくべき項目を取り

入れるとともに、学生から実習に向けて質問

のあったものも取り入れた。各園での実習状

況をより良く把握するため、勤務時間や服装、

持ち物などの細かな調査も行ったが、紙面の

都合上、選択式の回答を取り入れた「実習中

にメモを取る行為」「教育課程の有無」の他、

記述式の回答を取り入れた「実習中の配属ク

ラス」「日誌や指導案の書き方」「部分実習や

責任実習で行なったこと」「指導を受けたこ

と」について今回は述べることとした。

　なお、本研究は令和 3年度佐野日本大学短

期大学研究倫理審査委員会の承認を得て進め

られた（承認番号第 21038 号）。

Ⅳ．結果

　調査した結果を図１～２、表３～表８に示

した。配属クラスについては、年少、年中、

年長とし、０・１・２歳児のクラスは未満児

とした。またそれぞれを年度別にし、観察実

習と総合実習に分けて示した。

　全ての項目において、過半数を占める回答

を得たものは観察実習、総合実習ともに同じ

であったが、他の回答もあり全てが同じ回答

ではなかったという点をふまえると差異があ

ることが見られた。

　以下、結果をまとめた。

（１） 実習中にメモを取る行為

　メモを取ることが可能な園が大半を占めて

いるが、令和 2年度の観察実習と令和 3年度

の総合実習の園では継続的な実習で同じ園が

該当することもあり、メモを取ることを望ま

ない園が 1割程度存在している（図１）。

【観察実習】 【観察実習】 【観察実習】 

【総合実習】 【総合実習】 【総合実習】 

可能（59）可能（59）可能（59）
92.2%92.2%92.2%

不可能（5）不可能（5）不可能（5）
7.8%7.8%7.8%

令和2年度（64回答）令和2年度（64回答）令和2年度（64回答）

可能（65）可能（65）可能（65）
98.5%98.5%98.5%

不可能（1）不可能（1）不可能（1）
1.5%1.5%1.5%

令和3年度（66回答）令和3年度（66回答）令和3年度（66回答）

可能（78）可能（78）可能（78）
97.5%97.5%97.5%

不可能（2）不可能（2）不可能（2）
2.5%2.5%2.5%

令和2年度（80回答）令和2年度（80回答）令和2年度（80回答）

可能（57）可能（57）可能（57）
89.1%89.1%89.1%

不可能（7）不可能（7）不可能（7）
10.9%10.9%10.9%

令和3年度（64回答）令和3年度（64回答）令和3年度（64回答）
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（２） 教育課程の有無

　全ての実習において３分の２の学生は教育

課程をもらえなかったと回答している。また、

教育課程をもらえなかったとの回答が 1番多

い令和 3年度の総合実習では、もらえなかっ

た理由として「観察実習の際にいただいたこ

とがあるから今回はもらわなかった」という

記述もあった（図２）。

（３） 実習中の配属クラス

　観察実習、総合実習ともに「全学年に入っ

た」が半数以上いた。次いで、実習期間中「全

て同じクラスに入った」が順位を占めていた。

配属クラスの詳細からは、観察実習では令和

２年度、令和３年度ともに年少クラスへの配

属が多いことがわかった。しかし総合実習で

は令和２年度、令和３年度ともに実習開始の

１週間は年少クラスへの配属が多いが、責任

実習を行うであろう３週間目になるにつれて

学年が上がり、年長クラスへの配属が多いこ

とがわかった（表３）。

（４） 日誌の書き方について

　記述式であったものの、「当日」「当日だけ

ど終わらなければ翌日」「翌朝」の提出とい

う回答から表に示すと、観察実習、総合実習

ともに「翌朝」に提出するという園が上位で

あった。「終わらなければ翌日」の提出でも

良い園も合わせると、約８割の園は翌日の提

出で良いことがわかる。その他の記述回答か

らは、1 度下書きをして提出し、担当教諭に

添削指導をしてもらった後に清書して後日再

提出するという日誌の書き方をしている園が

多いことがわかった（表４）。

（５） 指導案の書き方について

　観察実習で指導案を書いたという結果はな

かったため、総合実習のみの結果を表にした。

回答時に園指定の指導案用紙があったのかど

うかも踏まえて記述で書くことを伝えると、

多くの園で指定のものはなく、学校の書式で

可能ということがわかった。記述回答からは、

学校で教わった書き方で良いという他、より

細かく記載することが望ましいようであり、

園によって活動の言い方が異なることから語

句の訂正の他に、枚数やサイズについても指

導を受けていることがわかった（表５）。

１  実習中メモを取る行  

【観察実習】 

【総合実習】 

２ 教育課程の  

【観察実習】 

【総合実習】 

可能（59）
92.2%

不可能（5）
7.8%

令和2年度（64回答）

可能（65）
98.5%

不可能（1）
1.5%

令和3年度（66回答）

可能（78）
97.5%

不可能（2）
2.5%

令和2年度（80回答）

可能（57）
89.1%

不可能（7）
10.9%

令和3年度（64回答）

もらえた
（20）
31.3%

もらえな
かった
（44）
68.7%

令和2年度（64回答）
もらえた
（24）
36.4%

もらえな
かった
（42）
63.6%

令和3年度(66回答）

もらえた
(15)
23.4%もらえな

かった
(49）
76.6%

令和3年度(64回答）
もらえた
（26）
32.5%

もらえな
かった
（54）
67.5%

令和2年度（80回答）

図 2　 教育課程の有無

【観察実習】 【観察実習】 【観察実習】 

【総合実習】 【総合実習】 【総合実習】 

もらえたもらえたもらえた
（20）（20）（20）
31.3%31.3%31.3%

もらえなもらえなもらえな
かったかったかった
（44）（44）（44）
68.7%68.7%68.7%

令和2年度（64回答）令和2年度（64回答）令和2年度（64回答）
もらえたもらえたもらえた
（24）（24）（24）
36.4%36.4%36.4%

もらえなもらえなもらえな
かったかったかった
（42）（42）（42）
63.6%63.6%63.6%

令和3年度(66回答）令和3年度(66回答）令和3年度(66回答）

もらえたもらえたもらえた
(15)(15)(15)
23.4%23.4%23.4%もらえなもらえなもらえな

かったかったかった
(49）(49）(49）
76.6%76.6%76.6%

令和3年度(64回答）令和3年度(64回答）令和3年度(64回答）
もらえたもらえたもらえた
（26）（26）（26）
32.5%32.5%32.5%

もらえなもらえなもらえな
かったかったかった
（54）（54）（54）
67.5%67.5%67.5%

令和2年度（80回答）令和2年度（80回答）令和2年度（80回答）
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表  実習中の配 クラス 

【観察実習】 

令和 年度（ ）   令和 年度（ ）   

日間 て クラス （ ） （ ） 

年に った（ ・中・ ） （ ） （ ） 

２ 年に った （ ） （ ） 

令和 年度（ ） 

配 クラス 日    日    日    日    日    

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年中 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

令和 年度（ ） 

配 クラス 日    日    日    日    日    

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年中 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

【総合実習】 

令和 年度（ ）   令和 年度（ ） 

１ 日間 て クラス （ ） （ ） 

年に った（ ・中・ ） （ ） （ ） 

２ 年に った （ ） （ ） 

令和 年度（ ） 

配 クラス 日    日    日    日    日    

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

年中 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

配 クラス 日    日    日    日    １ 日   

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年中 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

配 クラス １日    １ 日   １ 日   １ 日   １ 日   

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年中 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

令和 年度（ ） 

配 クラス 日    日    日    日    日    

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年中 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

配 クラス 日    日    日    日    １ 日   

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年中 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

配 クラス １日    １ 日   １ 日   １ 日   １ 日   

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年中 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

表  日誌の書き方について 

【観察実習】 

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

当日 （ ） （ ） 

らなければ 日 （ ） （ ） 

 （ ） （ ） 

【総合実習】 

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

当日 （ ） （ ） 

らなければ 日 （ ） （ ） 

 （ ） （ ） 

【 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ 校で教 った書き方で良い（ ）    ・そのまま 書をする。（ ） 

・ 日間は 筆で 書きをする（ ）    ・ の が可能であった。（ ） 

・時間 を かく書く（ ）        ・ を する（ ） 

・園で書く時間はない。（ ）       ・園 自の で書く（ ） 

・話し は ない（ ）        ・ が るときに を く（ ） 

・ が見ても かる する（ ）  ・ （ ） 

表３　実習中の配属クラス
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年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

令和 年度（ ） 

配 クラス 日    日    日    日    日    

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年中 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

配 クラス 日    日    日    日    １ 日   

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年中 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

配 クラス １日    １ 日   １ 日   １ 日   １ 日   

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年中 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

年  （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

表  日誌の書き方について 

【観察実習】 

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

当日 （ ） （ ） 

らなければ 日 （ ） （ ） 

 （ ） （ ） 

【総合実習】 

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

当日 （ ） （ ） 

らなければ 日 （ ） （ ） 

 （ ） （ ） 

【 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ 校で教 った書き方で良い（ ）    ・そのまま 書をする。（ ） 

・ 日間は 筆で 書きをする（ ）    ・ の が可能であった。（ ） 

・時間 を かく書く（ ）        ・ を する（ ） 

・園で書く時間はない。（ ）       ・園 自の で書く（ ） 

・話し は ない（ ）        ・ が るときに を く（ ） 

・ が見ても かる する（ ）  ・ （ ） 

・ 当の に って が （ ）   ・１ に る（ ） 

・ 書きをして提出する。 後、 書して後日 提出する。（ ） 

・ 後、 を や のペンで して 度提出する。（ ） 

・書き しがあったら して上から書く（ ） 

・ がな その な行 をしたのか配 や を読み取って書く（ ） 

・保育 の具体的な けも する（ ） 

・ 方が らいに沿って保育 を行っているのでその部分を 的に書く（ ） 

・ 園後、日誌を書く時間があ 勤時間を に提出する（ ） 

・ や保育 の行 、 、表 を かく書く（ ） 

表  の書き方について 

【総合実習】 

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

園 の書 なし （ ） （ ） 

園 の書 あ  （ ） （ ） 

【 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ 校で教 った書き方で良い（ ）  ・内 について園 と話し合 （ ） 

・書き しをたくさんする（ ）     ・時間をしっか と書く（ ） 

・ をしっか と書く（ ）       ・ の は のみ書く（ ） 

・ は を上に書く（ ）       ・保育 の配 を く書く（ ） 

・園 自の で書く（ ）             ・話し は しない（ ） 

・実習 が話す リフを て書く（ ）  ・ の に を く（ ） 

・園で書く時間はない（ ）       ・ の提出方 が まっている（ ） 

・過 の を見せていただけた（ ） ・ に の を提出する（ ）  

・事 に えた を 当の に する（ ） 

・実習 の には、子どもとの関 を書く（ ） 

・ される子どもの はたくさん書くと良い（ ） 

・ と配 を え、子どもの に て楽し る にする（ ） 

・１日分で くらいを として書く（ ）  

・ 実習後、 で などをして提出する（ ） 

表  部分実習で行なったこと 

【観察実習】 自 のた の あ  

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

 （ ） （ ） 

読み聞かせ （ ） （ ） 

ピアノ （ ） （ ） 

何もやっていない （ ） （ ） 

・ 当の に って が （ ）   ・１ に る（ ） 

・ 書きをして提出する。 後、 書して後日 提出する。（ ） 

・ 後、 を や のペンで して 度提出する。（ ） 

・書き しがあったら して上から書く（ ） 

・ がな その な行 をしたのか配 や を読み取って書く（ ） 

・保育 の具体的な けも する（ ） 

・ 方が らいに沿って保育 を行っているのでその部分を 的に書く（ ） 

・ 園後、日誌を書く時間があ 勤時間を に提出する（ ） 

・ や保育 の行 、 、表 を かく書く（ ） 

表  の書き方について 

【総合実習】 

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

園 の書 なし （ ） （ ） 

園 の書 あ  （ ） （ ） 

【 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ 校で教 った書き方で良い（ ）  ・内 について園 と話し合 （ ） 

・書き しをたくさんする（ ）     ・時間をしっか と書く（ ） 

・ をしっか と書く（ ）       ・ の は のみ書く（ ） 

・ は を上に書く（ ）       ・保育 の配 を く書く（ ） 

・園 自の で書く（ ）             ・話し は しない（ ） 

・実習 が話す リフを て書く（ ）  ・ の に を く（ ） 

・園で書く時間はない（ ）       ・ の提出方 が まっている（ ） 

・過 の を見せていただけた（ ） ・ に の を提出する（ ）  

・事 に えた を 当の に する（ ） 

・実習 の には、子どもとの関 を書く（ ） 

・ される子どもの はたくさん書くと良い（ ） 

・ と配 を え、子どもの に て楽し る にする（ ） 

・１日分で くらいを として書く（ ）  

・ 実習後、 で などをして提出する（ ） 

表  部分実習で行なったこと 

【観察実習】 自 のた の あ  

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

 （ ） （ ） 

読み聞かせ （ ） （ ） 

ピアノ （ ） （ ） 

何もやっていない （ ） （ ） 

表４　日誌の書き方について

表５　指導案の書き方について
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（６） 部分実習で行ったこと

　記述式であったものの、観察実習、総合実

習ともに「手遊び」「読み聞かせ」「ピアノ」「何

もやっていない」の記述があったため表に表

した。総合実習ではその他に「朝の会」「お

昼準備など」「帰りの会」の場面で部分実習

をしている学生が多く、主活動の部分実習を

させていただいている学生も 1割程度いるこ

とがわかった。総合実習では、観察実習より

も多くの場面で部分実習をさせていただけて

いることがわかる（表６）。

（７） 責任実習で行ったこと

　責任実習では 1日行なった学生と、部分的

に行なった学生が半数に分かれた。その他、

記述回答には「責任実習を行なわなかった」

という学生もいた。責任実習で行なう活動と

しては「製作活動」を多くの学生が取り入れ

ており、「製作で作ったもので遊んだ」といっ

た発展的な活動を取り入れている学生もいた

（表７）。

（８） 指導を受けたこと

　観察実習では、「積極的に関わり活動に参

加する」「特定の子どもだけでなくたくさん

の子どもと関わるようにする」「自分ででき

ることは自分で行えるように見守ることも大

切」等の指導を受けていることが多いことが

わかった。総合実習では「子ども達を引きつ

ける技術」ということで手遊びや声掛け、抑

揚をつけるなどを通して実習生自身に注目さ

せる力や、「広い視野で見る」ということで、

お返事をしている子だけでなく周りで姿勢よ

く座って待っている子を認めたり、1 つのこ

とに集中しすぎたりしないなど全体を見通し

た姿を求められて指導を受けていることが多

いことがわかった（表８）。

・ 当の に って が （ ）   ・１ に る（ ） 

・ 書きをして提出する。 後、 書して後日 提出する。（ ） 

・ 後、 を や のペンで して 度提出する。（ ） 

・書き しがあったら して上から書く（ ） 

・ がな その な行 をしたのか配 や を読み取って書く（ ） 

・保育 の具体的な けも する（ ） 

・ 方が らいに沿って保育 を行っているのでその部分を 的に書く（ ） 

・ 園後、日誌を書く時間があ 勤時間を に提出する（ ） 

・ や保育 の行 、 、表 を かく書く（ ） 

表  の書き方について 

【総合実習】 

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

園 の書 なし （ ） （ ） 

園 の書 あ  （ ） （ ） 

【 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ 校で教 った書き方で良い（ ）  ・内 について園 と話し合 （ ） 

・書き しをたくさんする（ ）     ・時間をしっか と書く（ ） 

・ をしっか と書く（ ）       ・ の は のみ書く（ ） 

・ は を上に書く（ ）       ・保育 の配 を く書く（ ） 

・園 自の で書く（ ）             ・話し は しない（ ） 

・実習 が話す リフを て書く（ ）  ・ の に を く（ ） 

・園で書く時間はない（ ）       ・ の提出方 が まっている（ ） 

・過 の を見せていただけた（ ） ・ に の を提出する（ ）  

・事 に えた を 当の に する（ ） 

・実習 の には、子どもとの関 を書く（ ） 

・ される子どもの はたくさん書くと良い（ ） 

・ と配 を え、子どもの に て楽し る にする（ ） 

・１日分で くらいを として書く（ ）  

・ 実習後、 で などをして提出する（ ） 

表  部分実習で行なったこと 

【観察実習】 自 のた の あ  

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

 （ ） （ ） 

読み聞かせ （ ） （ ） 

ピアノ （ ） （ ） 

何もやっていない （ ） （ ） 

【その他の 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ の （ ）       ・お など（ ）     ・帰 の （ ）     ・ （ ） 

・ ス 車（ ）     ・出 確認（ ）         ・ の （ ） 

【総合実習】 自 のた の あ  

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

 （ ） （ ） 

読み聞かせ （ ） （ ） 

ピアノ （ ） （ ） 

の  （ ） （ ） 

お など （ ） （ ） 

帰 の  （ ） （ ） 

「 」 （ ） （ ） 

「 ー 」 （ ） （ ） 

何もやっていない （ ） （ ） 

【その他の 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ ス 車（ ） 

・エプロンシアター、ペープ ート、 ジックシアター、パ ルシアターなど（ ） 

表  実習で行なったこと 

【総合実習】 

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

日行なった （ ） （ ） 

部分的に行なった （ ） （ ） 

【 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ （ ）                        ・ で ったもので んだ（ ） 

・レクリエーション（ ）                 ・読み聞かせ（ ） 

・ （ ）                            ・ピアノ（ ） 

・ の （ ）                           ・お の （ ） 

・帰 の （ ）                          ・ 実習を 行なった（ ） 

・保 （ ）                        ・ ス 車（ ） 

・ 実習を行な なかった（ ） 

表  を けたこと 

【観察実習・ 】 自 の （ ）内の を とした。 

表６　部分実習で行なったこと
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【その他の 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ の （ ）       ・お など（ ）     ・帰 の （ ）     ・ （ ） 

・ ス 車（ ）     ・出 確認（ ）         ・ の （ ） 

【総合実習】 自 のた の あ  

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

 （ ） （ ） 

読み聞かせ （ ） （ ） 

ピアノ （ ） （ ） 

の  （ ） （ ） 

お など （ ） （ ） 

帰 の  （ ） （ ） 

「 」 （ ） （ ） 

「 ー 」 （ ） （ ） 

何もやっていない （ ） （ ） 

【その他の 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ ス 車（ ） 

・エプロンシアター、ペープ ート、 ジックシアター、パ ルシアターなど（ ） 

表  実習で行なったこと 

【総合実習】 

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

日行なった （ ） （ ） 

部分的に行なった （ ） （ ） 

【 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ （ ）                        ・ で ったもので んだ（ ） 

・レクリエーション（ ）                 ・読み聞かせ（ ） 

・ （ ）                            ・ピアノ（ ） 

・ の （ ）                           ・お の （ ） 

・帰 の （ ）                          ・ 実習を 行なった（ ） 

・保 （ ）                        ・ ス 車（ ） 

・ 実習を行な なかった（ ） 

表  を けたこと 

【観察実習・ 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ 的に関 に する（ ）  ・ だしなみを える、 やピアスなど（ ）

・ と自 をもって行 こと（ ）     ・実習 自 が楽しむこと（ ） 

・子どもとたくさん こと（ ）       ・ を くする（ ） 

・ れ物をしない、 を出さない（ ） ・日 の を ける にしておく（ ） 

・ の （ ）                 ・場に た の きさや さ（ ） 

・表 が い、 が ない（ ）     ・ や読み聞かせの の 方（ ） 

・ の行ない方（ ）        ・絵本や紙芝居の 方（ ） 

・トラブル時の けの 方      ・ と関 るので をつけておく（ ） 

・ 日過 しながら を える（ ）  ・読み聞かせの見せ方や持ち方（ ） 

・読み聞かせでは、 をつけ 色を える（ ） 

・読み聞かせ後の け、お話の や次の るなど（ ） 

・ けの 方、 けをたくさんする（ ） 

・自分で えられる な けをした と してみることも （ ） 

・ の子どもだけでなくたくさんの子どもと関 る にする（ ） 

・ や場 にあった行 をしていない子にしっか と をすること（ ） 

・自分の 当 の 後も している がいたら った をかけた する（ ）

・「 しち メ」とい のではなく「○○した がいい 」と伝える（ ） 

・ るだけではなく、良いとこ を見つけて認 てあ ること（ ） 

・ の 持ちを子ども が えられる な けをすること（ ） 

・子どもの 段 を理 した えで、 した をする（ ） 

・自分でできることは自分で行える に見 ることも （ ） 

・子どもの要望に て しなくても い（ ） 

・子どもだけでなく の きにももっと してみる（ ） 

・ な が必要な子 の の 方（ ） 

・避 など に ることについて行 ときは 色を えると子ども に伝 る（ ）

・ 、 、 を にすること（ ） 

・毎 、自ら んで の に をすること（ ） 

・ の に や子どもの名 を付けると良い「 ち ん、おは います」（ ）

・ をするときは 物を置き、 ち止まってすること（ ） 

・コロ でもあるので給食時は 食をすること（ ） 

・アレル ーの子ども の配 の さ、給食の配 など（ ） 

・この ではこんなことが こ そ だなとい を持って関 る（ ） 

・す て「いい 」と ことを聞くのではなく、 ってあ ることもその子のた （ ）

・ している子に し「 メだ 」ではなく「何がしたいのか」その子の いを聞く（ ）

・子どもが いていても本 に がある場合は やかさないこと（ ） 

・年中 と んでいる に を いでいたら「 との関 を にしている時 なの

でなる く見 ってください」と関 方の を けた（ ） 

・い い な に れて１つの を んだあと、 ばれなかった子どもの 持ちを

【その他の 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ の （ ）       ・お など（ ）     ・帰 の （ ）     ・ （ ） 

・ ス 車（ ）     ・出 確認（ ）         ・ の （ ） 

【総合実習】 自 のた の あ  

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

 （ ） （ ） 

読み聞かせ （ ） （ ） 

ピアノ （ ） （ ） 

の  （ ） （ ） 

お など （ ） （ ） 

帰 の  （ ） （ ） 

「 」 （ ） （ ） 

「 ー 」 （ ） （ ） 

何もやっていない （ ） （ ） 

【その他の 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ ス 車（ ） 

・エプロンシアター、ペープ ート、 ジックシアター、パ ルシアターなど（ ） 

表  実習で行なったこと 

【総合実習】 

令和 年度（ ） 令和 年度（ ） 

日行なった （ ） （ ） 

部分的に行なった （ ） （ ） 

【 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ （ ）                        ・ で ったもので んだ（ ） 

・レクリエーション（ ）                 ・読み聞かせ（ ） 

・ （ ）                            ・ピアノ（ ） 

・ の （ ）                           ・お の （ ） 

・帰 の （ ）                          ・ 実習を 行なった（ ） 

・保 （ ）                        ・ ス 車（ ） 

・ 実習を行な なかった（ ） 

表  を けたこと 

【観察実習・ 】 自 の （ ）内の を とした。 

表７　責任実習で行なったこと

表８　指導を受けたこと



幼稚園における教育実習指導の実態　 実習の振り返りを通して

11

どの にフ ローしていくかが （ ） 

・ の時の ち 置、 体が見える 置にいる にする（ ） 

・保育 を む に っているときは に らない に後 に ること（ ） 

・子どもにできる を けない（ ） 

・ っていると子どもが れなくなるので った が良い（ ） 

・ くにいると子どもの 中 が れてしま と ったら し れる（ ） 

・子ども の けでは、 方的に話してしま と聞くことすらしなくなってしま か

ら、１ を止 てみた に話してあ ると い（ ） 

・認 るとい ことはとても で、子どもがやったことを認 た 、やってときた子ど

もに に できる を て、 出来たら認 た するとその子自 も の子

どももやる を出すとい こと（ ） 

・ の 方、 なのは良いことだが時間をかけてしま と他の 事が出来ないた 、

く をすることの さ（ ） 

・ をあま 話せない子の に に すると「 はあま 話せないけど話

はち んと聞いているからたくさん話しかけてあ て」と の 方（ ） 

・ の の 方を た 、子どもの 持ちを け取 弁して、子ども がどの

に ているのかを聞くことが （ ） 

・「 やってー」に して 的なもので本当にできないのか、 えてお いしている

のかの が出来 に した 、 の や 過程を教えてもらいなが

ら、その子に必要な した の 方を していただけた（ ） 

・子ども と を合 せ な けをしていたのが良かったので、 後もその を

ばして しいと っていただいた（ ） 

・ になし（ ） 

【総合実習・ 】 自 の （ ）内の を とした。 

自    

・ を くする（ ）         ・ をしす ないこと（ ）

・ （ ）              ・ な （ ） 

・ の きさ（ ）            ・メモに 中しす ない（ ） 

・自 をもって取 む（ ）       ・年 にあった の 方（ ） 

・ 段 について理 する（ ）     ・実習 自 が楽しむこと（ ） 

・ からなかったら聞くこと（ ）         ・ か やすい で表 、 明する（ ） 

・ 、 、 （ ）                 ・自分の や行 に を持つこと（ ） 

・ 実習ではメリハリがあると良い（ ） 

・「これ」「それ」ではなく具体的に伝える（ ） 

・子ども を きつける 、 けや 、 、 を出す、 とすなど（ ） 

・子ども の けには つ つ があること（ ） 

・子ども に して しいときの けのレパートリーの なさ（ ） 

・子ども の話を く聞き、 つけて した しない（ ） 

・ 、 、 ク ク を られる け（ ） 

・園 自の かけがあるときは しないと子どもが する（ ） 

・日付や出 確認の 、 の確認や がいることを 体にも らせる（ ） 

・ 体的に行 ことを伝えてから子ども にど とするのが良い（ ） 

・子どもや の行 を見 えて けや をすると良い（ ） 

・ 方的に話すと子ども が きてしま ので、 的な保育をする（ ） 

・子ども の はそれ れ ので子どもの を えて けをする（ ） 

・実習 とはいえ、 メなものは メと せ に子ども に伝えることも （ ） 

・こだ の い子には せ に見 ってあ ること（ ） 

・子ども の を え、その子にあ せた を行 とい こと（ ） 

・理 の 方にも があることを まえて 明をする（ ） 

・ らいや内 を るのは当た で、子ども にどの な をかけるのかなど

かいとこ まで設 して に伝えることが （ ） 

・自分でできることは自分で行える に見 ることも （ ） 

・ に して の を える に することも （ ） 

・良くできていた子を具体的に認 てあ ることで、その子は自 を持つし、 も

して取 む になる（ ） 

・ にたくさんの関 の中で自分の 持ちを に表すことができる ー

トしながら保育を行っているので、もっと 的に関 って しい（ ） 

・ 当したクラスでは、自分ですることが しいときには「やって しい」と に伝え

ることの さを教えているので自分から える に見 、 をかけて しい（ ） 

・子どもたち自 に 付いてもらった えてもらった することを にしているの

で、 えをそのまま伝えてしま ない に。また、子ども の きやチャンスを

してしま ない な けを する（ ） 

・ 実習を通して、 つ つの 明や けが ない時があった（ ） 

・ の 、も し かく 明することと、もっと見本などを して子ども が で

見て かる にすることが （ ） 

・ 時の見本の見せ方（ ） 

・ 実習で次の段 に むとき、 のペースを見て る が良い（ ） 

・時間を にしす て子どもを見れていない（ ） 

・ の や、 中の子どもに する 体 の配 （ ） 

・ の 、その理 を聞く にま は の 置を行 ことが （ ） 

・プール の 、 との 置が になる に する（ ） 

・ まくいかなかった子に「 った 」とい だけでなく「 まくできなかった 。で

も絵を くのをす く っていた 」など 持ちを け止 てから具体的に認 るこ

とが （ ） 

・ や 日に って子ども の 中 も るた 、 の 方の が （ ） 
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Ⅴ．考察

　実習生の指導において、日誌や指導案の

書き方、子どもとの関わり方、保育者とし

ての知識などの専門的な保育技術だけでな

く、挨拶や礼儀作法、身だしなみといった

基本的知識まで、実習を受け入れてくださっ

た園の先生方が保育者養成のために丁寧に

指導してくださっていることがわかった。

しかしながら、教育過程の資料配布や配置

クラスなど実習に関する取り組み方には各

園で差異があることも事実であった。これ

までの報告も含め、養成校と実習園がお互

いを理解し現状を把握することが大切だと

考えられるが、実習指導の連携に対する具

体的な報告はない。その為、養成校の実習

指導の点も踏まえて考察する。

（１）実習中にメモを取る行為

　実習前のオリエンテーション時に、学生が

実習園に確認してくる項目の 1つとなってい

るが、学生が「メモが可能だった」「メモが

不可能だった」と様々な心境で報告にくる姿

から、メモの可否も実習に対するモチベー

ションに大きな影響を受けていることがわか

る。それは、日誌に 1日の出来事をすべて記

録できるのか不安を抱えていることや、日誌

をより詳しく正確に書こうという思いからで

あり、メモを日誌記入時の参考にしたいのだ

と推測される。メモが不可能な園の考えとし

ては、メモを取ることに必死になってしまい

目の前の子どもの姿に気付けないのではない

かという思いなどがあるのだろう。そのこと

も踏まえて、養成校では「メモは要点のみを

記録する」「背を向けてメモをとらない」「メ

モしている姿を子ども達に見せない」などと、

メモを取る際は一瞬で素早く行うように指導

をしている。

（２）教育課程の有無

　岩崎・及川・粕谷 12）は、教育過程とは、

幼稚園に幼児が入園してから修了までの園

生活全期間の中で身につける経験内容の総

体を示したものと述べている。また、各幼

稚園においては、教育基本法及び学校教育

法その他の法令並びにこの幼稚園教育要領

の示すところに従い、創意工夫を生かし、

幼児の心身の発達と幼稚園及び地域の実態

に即応した適切な教育課程を編成するもの

とする５）とされている。実習で様々な年齢

の子ども達と関わるからこそ、各園独自の

教育課程に目を通しておく必要があると考

え、学生には教育課程の重要性を伝えたう

・ 、 、 ク ク を られる け（ ） 

・園 自の かけがあるときは しないと子どもが する（ ） 

・日付や出 確認の 、 の確認や がいることを 体にも らせる（ ） 

・ 体的に行 ことを伝えてから子ども にど とするのが良い（ ） 

・子どもや の行 を見 えて けや をすると良い（ ） 

・ 方的に話すと子ども が きてしま ので、 的な保育をする（ ） 

・子ども の はそれ れ ので子どもの を えて けをする（ ） 

・実習 とはいえ、 メなものは メと せ に子ども に伝えることも （ ） 

・こだ の い子には せ に見 ってあ ること（ ） 

・子ども の を え、その子にあ せた を行 とい こと（ ） 

・理 の 方にも があることを まえて 明をする（ ） 

・ らいや内 を るのは当た で、子ども にどの な をかけるのかなど

かいとこ まで設 して に伝えることが （ ） 

・自分でできることは自分で行える に見 ることも （ ） 

・ に して の を える に することも （ ） 

・良くできていた子を具体的に認 てあ ることで、その子は自 を持つし、 も

して取 む になる（ ） 

・ にたくさんの関 の中で自分の 持ちを に表すことができる ー

トしながら保育を行っているので、もっと 的に関 って しい（ ） 

・ 当したクラスでは、自分ですることが しいときには「やって しい」と に伝え

ることの さを教えているので自分から える に見 、 をかけて しい（ ） 

・子どもたち自 に 付いてもらった えてもらった することを にしているの

で、 えをそのまま伝えてしま ない に。また、子ども の きやチャンスを

してしま ない な けを する（ ） 

・ 実習を通して、 つ つの 明や けが ない時があった（ ） 

・ の 、も し かく 明することと、もっと見本などを して子ども が で

見て かる にすることが （ ） 

・ 時の見本の見せ方（ ） 

・ 実習で次の段 に むとき、 のペースを見て る が良い（ ） 

・時間を にしす て子どもを見れていない（ ） 

・ の や、 中の子どもに する 体 の配 （ ） 

・ の 、その理 を聞く にま は の 置を行 ことが （ ） 

・プール の 、 との 置が になる に する（ ） 

・ まくいかなかった子に「 った 」とい だけでなく「 まくできなかった 。で

も絵を くのをす く っていた 」など 持ちを け止 てから具体的に認 るこ

とが （ ） 

・ や 日に って子ども の 中 も るた 、 の 方の が （ ） 
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えで実習前のオリエンテーション時に可能

な限り実習園から頂いてくるように指導を

している。観察実習では主に学年による発

達段階を理解するために活用し、総合実習

では発達段階を理解したうえで責任実習の

計画を立てるために活用することが目的で

ある。しかし調査結果から、3 分の２の学生

がもらえていないことを踏まえると、教育

課程の重要性が浸透していないことが浮き

彫りとなっている。保育は指導計画のもと

に行われるということを養成校は再度指導

し、実習園には教育課程の公表にご協力し

ていただけると、先行研究にもあるように

真の保育の姿を学ぶことに繋がると考えら

れる。

（３）実習中の配属クラス

　観察実習は本学に入学して最初の実習で

あり、園の一日の流れや保育者の職務内容、

子どもたちの発達過程を踏まえた保育活動、

幼児の実態、園の役割や機能などの理解を

課題 13）とされていることから、5 日間の期

間で全学年に入って子ども達の発達段階の

違いを見てくることが望ましいのではない

かと考える。しかし、園によっては、5 日間

同じクラスで対応してくださるところもあ

る。初めての実習だからこそ、慣れた環境

でより子ども達と打ち解けられるように配

慮してくださっているとの推測もできるが、

先にも述べた子どもたちの発達過程を踏ま

えた保育活動や幼児の実態を理解するとい

う課題を考えると、全ての学年に配属させ

ていただき年齢に応じた発達段階の違いに

ついて実践を通して学ばせていただけるこ

とが望ましいのではないか。また、年少ク

ラスへの配属が多いのは、比較的援助を求

める子どもの姿が見やすいからではないか

と考えた。年長児では自分でできることも

増え、「見守る」という援助の仕方も大切と

なってくるが、初めての実習では援助の度

合いが難しい。より多くの子どもと関わり、

求められ必要とされているという保育者の

実感を味わうためにも年少クラスへの配属

が多くなっている要因と推測される。

　総合実習では、観察実習をふりかえり、

実習により生まれた課題や自己の反省によ

る課題も立て、さらに学びを深めることが

できるような実践的な課題 13）をもって取り

組むこととされ、観察実習同様に可能な限

り全学年に入って発達段階の違いや援助の

違いなどを学ぶ他、先生方の動きや声掛け

など実践的な学びを得ることが望ましい。

今回の調査では半数は全学年に入っている

が、残りの半数には偏りがある。総合実習は、

責任実習も兼ねているので慣れた環境で行

えるように配慮してくださっていることも

考えられるが、今後も学校での学びを控え

ていることを視野に入れると全ての学年に

入り、子どもの姿を読み取るという経験も

大切なのかもしれない。その他、観察実習

と総合実習ともに同じ学年に入ったという

学生が約 3 割いたことに関しては、調査実

施時期がコロナ禍ということもあり、感染

拡大防止の点から同じクラスでの対応と

なったことも１つの要因として考えられる

ため、引き続き調査する必要性がある。

（４）日誌の書き方について

　日誌については、学生がプレッシャーを

抱えているものの1つである。大きな悩みは、

1 日の流れをしっかりと書けるかというとこ

ろで、先にも述べたメモが取れるかどうか

が安心材料に繋がるようだ。授業内でもビ

デオや実践をもとに日誌の書き方を取り入

れ指導しているが、なかでも保育者の配慮

を読み取ることが難しいようで写真や事例

を参考にしながら強化している。また、実

習中は子どもが降園した 3 時頃から日誌を

書く時間を設けてくださっている園と、園

で書く時間がないところがある。貴重な実

習だからこそ、通常保育終了後の預かり保

育の経験でより多くの時間子ども達と関わ
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れるようにしたり、掃除や先生方の事務仕

事のお手伝いなど現場での仕事を体験でき

るようにしたりして配慮してくださってい

るのかもしれない。しかし、学生が日誌に

要する時間は平均でも３時間～かかるよう

で、寝不足や実習の負担へと繋がっている

のも事実である。調査の結果「添削指導後、

清書して提出する」「書き直しがあったら消

して上から書く」というように園によって

さまざまな提出方法があったが、本学では

修正テープの使用を不可とし、添削してい

ただいたら添削部分は残したままそばに赤

で書き加えて修正するように指導しており、

いつ振り返っても自分の間違いに気づき、

指導を受けた部分がわかるようにしている。

　近年、ポートフォリオやドキュメンテー

ションという言葉を多く耳にする。文章だ

けでなく写真を取り入れた記録を通してよ

りわかりやすく記録することができ、子ど

もの理解を深めるほかに日誌の記入にかか

る時間を少し短縮できるのではないかと考

える。吉岡 14）は保育の活動紹介にポートフォ

リオを導入することで子どもの姿をきちん

と見られるようになった、保育の質向上に

繋がる手ごたえを得たと述べている。実習

生が写真を使用することになると、写真の

取り扱いや守秘義務などの課題も新たに出

てくるが、保育者が手ごたえを感じた活動

を、次の保育を担う実習生たちも同様に実

施することができたら、より保育の質が向

上するのではないかと考えられる。

（５）指導案の書き方について

　自由記述欄の回答が様々であり、同義記

述者数があまり多くの人数で重ならなかっ

たことから、先行研究で述べた担当保育者

に一任されていることとの繋がりがあると

考えられる。授業では、個人で書いた指導

案の添削指導をしたり学生同士が互いに添

削し合ったり、指導案に基づいて保育実践

をしたりと実践に向けての学びを深めてい

る。また、普段使用している講義室を環境

構成図として描き表したり保育現場の写真

を参考に環境構成図で描き表したりするな

どして指導案作成の取り組みをしている中

で、環境構成の欄に苦手意識を持っている

学生が多いことがわかっていたが、そのこ

とが環境構成に関する記述が多いことと関

連していると考えられる。そして指導案作

成時に学生によく言うのが、“現在の子ども

の姿を見て活動を考えること”である。「事

前に考えた活動を担当の先生に相談する」

との記述回答もあるが、実習前に用意した

ものではなく実習を通して理解した子ども

の姿とカリキュラムに応じた指導案の立案

が重要であるのではないか。実習の時しか

現場にいられない分、より早く子どもの姿

を読み取ることが必要となってくるが、そ

の時こそ教育課程を参考にすることが大切

なると考えられる。

（６）部分実習で行ったこと

　実際に実践してみることで気づくことが多

くの学びに繋がるため、観察実習、総合実習

ともに部分実習は可能な限りさせていただく

ように指導している。自分でお願いをするこ

とで意識を高めると同時に積極性を養うこと

にも繋がるからだ。その中で「手遊び」「読

み聞かせ」「ピアノ」が挙がってきているのは、

材料などの細かな準備が不要で実践しやすい

活動のため、観察実習の時点から実践させて

いただけることが多いのだと考えられる。主

活動以外の場面で部分実習をしている学生が

多いが、責任実習に向けて主活動の部分実習

をさせていただいている学生も 1割程度いる

ことがわかった。責任実習を目前に控えてい

るからこそ、様々な場面で部分実習をさせて

いただき実践する場面を多く踏んで心の準備

もしているのだろう。

（７）責任実習で行ったこと

　主活動で「製作活動」を取り入れた学生が

多くいたことと、「製作で作ったもので遊ん
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だ」と発展的な活動を取り入れているのは、

授業での指導が影響しているものと考えられ

る。その背景に筆者の学生時代の経験から、

全体で同じ製作物を作る活動は比較的進めや

すいと同時に、保育現場が望む季節感１）も

取り入れやすく導入がスムーズに行えた記憶

があることと、現場経験の視点から、製作物

作成時の事前準備は大変であるものの準備物

が明確にわかりやすく一度見本を作っておく

ことで流れが理解でき説明しやすいこと、更

に作ったもので遊ぶことで子どもたちの達成

感がより深まるという経験を体験しているこ

とを伝えたことがあるからである。その一方

で、「責任実習を行なわなかった」という学

生がいたことには、総合実習のあり方につい

て衝撃を受けた。総合実習は教育実習のまと

めとなる実習でもあり、保育者として社会に

出るために自身の実践力を知るためにも子ど

も達の前で実践し経験を積むことが大切なの

ではないだろうか。

（８）指導を受けたこと

　観察実習では「積極的に関わり活動に参

加する」「特定の子どもだけでなくたくさん

の子どもと関わるようにする」「自分ででき

ることは自分で行えるように見守ることも

大切」という指導が中心であることから、

学生自身の積極的な実習への取り組みや、

子どもとの接し方についての基本的な指導

が中心にされていると考えられる。一方、

総合実習では「子どもを引きつける技術」

というくくりの中にも、抑揚をつける、変

わった音や物を落とすなどして保育者への

注目を集める、問いかけをすることで誰が

話しているのかを改めて認識し集中力を高

めてから話すなど、声掛けを中心としつつ

も具体的な指導が中心になっていると考え

られる。そこには、責任実習を視野に入れ

て実践的な技術を身につけるという背景が

隠れているのだろう。

Ⅵ．まとめ

　実習の振り返りを通して各園の実習指導

の実態を明らかにし、養成校の実習指導の

点にも着目して述べてきたなかで、養成校

と実習園での実習指導に関する一致点や相

違点が見えてきた。「指導を受けたこと」に

記述されている内容をみると、実習生の指

導については、ほぼ一致していることがわ

かる。しかし、養成校で指導していること

を実習園でも再度指導を受けていることに

関しては、学生自身の実践力が大きく影響

しているのだろう。頭でわかっていても実

際の場面に直面した際に思うように動けな

いなどの臨機応変に対応する能力が更に必

要とされるのが現場なのではないかと考え

た。一方で、「指導案の書き方」については

相違していたことがわかる。子どもの発達

の理解にも繋がる観点から、養成校では“現

在の子どもの姿を見て活動を考えること”

を指導していたのに対して、実習園では前

もって考えた活動を担当の先生に相談する、

初めに主活動のみの指導案を提出するとい

う指導が行われている。提出する時期は、

学生からの口頭報告でまちまちではあるが

実習初日に数個の指導案を持参したなどの

報告も受けている。実習が始まると慣れな

い環境での活動や日誌の記入もあるため、

学生への負担軽減や実習以前から学生に考

える時間を与えてくださるなどの配慮をし

たうえで事前に指導案を考えておくという

結果になっているのかもしれないが、実習

前に用意したものでは子どもの姿を理解し

た活動とは言えない。「これをやってみたい」

という気持ちは大切であるが、それだけで

は学生の思いのみで作成される指導案とな

り身勝手なものになってしまう。

　保育者養成校と実習園では、教育実習を

通してそれぞれメリットもある。保育者養

成校のメリットとしては、幼稚園教諭免許

と保育士資格の取得に必要な実習をさせて
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いただけることや、現場の姿を見て学ばせ

ていただけること、就職に繋がることなど

があり、実習園のメリットとしては新鮮な

手遊びなどを知ることができる、初心を思

い出せる、求人募集に繋がるということが

考えられる。しかし、ただお互いのメリッ

トのためだけではなく双方が歩み寄り、よ

り良い人材の育成に協力し合うことが大切

なのではないだろうか。

　保育実習連絡会で養成校の先生方と話を

する機会があったが、その時の話題が幼稚

園実習に関することであった。学生への実

習指導の他、実習園との連携などが挙げら

れ、実習園ともっと密に連携を図りたいも

のの、現実は巡回指導の際の関わりのみに

なってしまうということであった。どの養

成校も同じような悩みを抱えていることを

通して、「今、養成校と実習園が互いに行う

べきことは何か」を考えた時、保育者を目

指す学生のためにも、お互いの実習指導の

あり方を統一することであると考える。養

成校と実習園での実習指導に相違があると 1

番困るのは学生であるということを念頭に

置き、より良い保育者育成に繋げていきた

い。そのためにも、教育実習生の受け入れ

ガイドラインを検討していきたい。

要約

　教育実習の振り返りを通して実習園にお

ける実習指導の実態を調べ、実習指導につ

いて養成校と実習園に何が求められている

のかの研究である。“教育実習の指導方法は

各園によって差異があること”“養成校と実

習園では実習指導に関して一致点と相違点

があったこと”から、より良い保育者育成

のためにも双方の連携を図り、実習指導の

あり方を統一させる必要があるということ

がわかった。
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